
 

 

 

 

 

 

                                                         
 

《 新潟県十日町市「第 31回生誕地まつり」でねぶた運行！ 》 
～ 行って来ました新潟へ 車中泊で１泊２日 旅の記録 ～ 

 
10月14日に新潟県十日町市で「第31回生誕地まつり」が開催され、私も同行し参加して来た。当会の担ぎねぶたを納品す
るまでの経過については、10月会報に掲載してあるので、そちらを読んで頂きたい。 
まずは、「生誕地まつり」とはそもそも何なのか、立正佼成会のＨＰで今回の「第31回生誕地まつり」を紹介していたので、
その記事を一部抜粋し、手を加えて記事にした。 
 
 
「第31回生誕地まつり」（主催・生誕地まつり実行委員会）が10月13・14の両日、立正佼成会の開祖・庭野日敬氏
生誕の地である新潟県十日町市で開催された。生誕地まつりは、十日町市の名誉市民である庭野日敬開祖を讃える人々
が生誕の地に集い、文化的な交流を深めるとともに、十日町市の振興と発展に寄与することを目的としている。 
まつりの参加者は十日町市民や全国83の立正佼成会の教会の会員など約1万5000人。生誕地まつり実行委員会は、
十日町市観光協会・十日町市商工会議所・美佐島地区振興会・「庭野日敬先生に学び十日町を発展させる会」・立正佼成
会十日町教会や地元の団体・企業などによって構成されている。 
13日夜には、前夜祭として菅沼・大池で「第19回大池灯籠流し」（主管・美佐島地区振興会）が行われ、市民や来賓、
立正佼成会の会員ら約3200人が参加した。 
14日は、午前9時から「市中行進」がスタート。十日町市民吹奏楽団や十日町市民舞踊協会、大太鼓「雪花会」の他、
立正佼成会からも65の教会が市中行進に参加した。市中行進では「青森ねぶた」（青森教会）、「花笠踊り」（山形教会）、
「府内戦紙（ふないぱっちん）」（大分教会）など、郷土の祭が披露された他、纏や万灯行進などを行われた。 
 

 
10月13日、十日町市へ向けて出発の日。第1陣の先発隊（大型バス1台）は朝のうちに出発、我々は第2陣として荷積み
が終わり次第出発、第3陣（大型バス2台）は夜7時頃出発の予定である。我々、ねぶた運搬組立て班は、15時から荷積みを
開始。2ｔトラックに囃子用とねぶた用のリヤカー・2尺8寸の太鼓3本など積み、4ｔトラックには一体化させた風神雷神を
高欄に載せたまま積み込んだ。ところが、ねぶたを積み込んだ後が大変。レンタカー会社から「ねぶたをトラックの床にビス
で固定してはダメ！」と言われたからである。試行錯誤の結果、ねぶたの土台から角材を壁まで延ばし、ねぶたが壁にぶつか
らないようにし、高欄をベルトで固定、前後に動かないようにする手段をとった。我々は、7人乗りのミニバンに5人・2ｔト
ラックに2人・4ｔトラックに2人の計9人で16時40分、青森を出発。青森中央ＩＣから東北道を南下、郡山ＪＣＴから磐越
道、新潟中央ＪＣＴから北陸道、長岡ＪＣＴから関越道へと乗り換え、十日町市最寄りの越後川口ＩＣを下り、十日町市役所
駐車場まで、走行距離約700kmの旅である。途中、紫波・菅生・安達太良・阿賀野川の4ヵ所で車を止め、10月14日の深夜2
時30分過ぎ、ようやく目的地の十日町市役所駐車場へ到着。私はお客様状態で最後部の座席を一人で陣取り、一睡もせずただ
ひたすら座り続けた約10時間の旅であった。その後、車中で2時間半ほど仮眠をとり、周りが明るくなってきた5時頃からね
ぶたと囃子台車の組立てを開始、約1時間半で組立ては終了、第1陣と第3陣の到着を待った。6時半を過ぎると我々の周り
には各教会が集まり始め、それぞれが山車や万灯などの準備をテキパキと進めていた。8時過ぎ、ようやく第1陣と第3陣が
到着し、囃子のアンプ調整を行った後、8時半過ぎ、市中行進に参加する各教会が4教会ずつ市役所の駐車場へ集められ、隊
列を整えた後、市中行進のスタート地点へ移動、青森教会の出番は十日町教会・釧路教会に次いで3番目である。9時、いよ
いよ市中行進が始まる。9時15分、青森教会の行進開始。花笠を被った正装のハネトが約110名、囃子方が約30名、曳き手
などの運行関係者が約10名、総勢150名によるねぶた運行である。囃子が始まると沿道の見物客の目は一斉にねぶた運行に向
けられ、「ラッセラーラッセラー」の掛け声も高らかに約1kmのコースを約30分かけて行進した。運行コースは青森市の夜店
通りをもう少し広くした感じの通りで、一体化した風神雷神も丁度いい大きさであった。その後、十日町教会の駐車場で解体
と荷積み作業を行い、11時30分には十日町を後にし、一路青森向け出発した。帰路は山谷・長者原・岩手山の３ヵ所で休憩
し、21時には青森へ到着した。十日町の滞在時間は約9時間。移動時間は往復で約20時間。超ハードなねぶた遠征となった。
私は、他の祭もゆっくり見れるだろうと期待していたのだが、運行の様子を撮影したり、囃子をやったりしていて見る暇もな
く、少し残念であった。唯一見れたのは、各教会が持ち寄った万灯（まんとう）。万灯は五重塔のようなもので、高さが5ｍぐ
らいあり、塔の各面には日蓮聖人の生い立ちが描かれている。その万灯は、塔の中心にある棒を一人が持ち、四方にいる四人
が倒れないようにロープで引き支えながら歩くというもので、一人担ぎねぶたに少し似ていた。 
話によれば、青森教会は生誕地まつりに初参加との事。また、何年か前まで「生誕地まつり」は「立正佼成会のまつり」「宗
教のまつり」として見られていたが、今では十日町市の地元のまつりとして団体や企業がバックアップし、市民の協力なども
あり、大いに盛り上がって来た祭に変わって来たそうだ。 
11月2日には青森市松原の恵比寿屋会館において「生誕地まつりの打ち上げ会」が行われ、私も関係者として出席させて頂
いた。「生誕地まつりに青森教会は初参加だったが、皆一致団結し、大いに盛り上がれて大成功だった。」という感想ばかりで、
「隔年でまた生誕地まつりにねぶたを持って行きたい。」「今度は一乗祭（立正佼成会本部で行われる祭らしい）にねぶたを持
って行きたい。」という話も飛び出していた。                             【記：高谷俊幸】 
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